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第３波新型コロナに対応を 

区長へ緊急申入れ 
年末にかけて第３波の新型コロナウィルス感

染が急速に拡大しています。日本共産党区議団

は１１月２６日、西川区長に対し、緊急申入れを

行いました。当日は総務担当部長が対応しまし

た。 

日本医師会会長は「医療崩壊の危機」「感染

防止対策が最大の経済対策」との警告を発して

います。国、地方問わず感染防止対策に全力を

挙げることこそ政治の最大の仕事です。いま区

民の不安は広がり、命と暮らしを守る区の対応

がきわめて重要となっています。東京都も料飲

業者への時間短縮の要請を行うとしています。く

らしと命を守る荒川区として、来年度予算編成を

待たずに、直ちに年末年始対策も含めた緊急的

な対応が必要です。 

申入れ内容は右のとおりです。 

               

 

 

 

 

 

 

 

第２９回荒川区民アンケート実施中！
今年も区議団で区民アンケートを実施します。今回から、ＷＥＢでもご

回答いただけるようになりました。例年通り、アンケート用紙も皆様のご自

宅ポストに投函させていただきます。 

ご回答いただいたアンケート内容は、２０２１年度予算審議に活用させて

いただきます。 

「区民の声で区政を動かす」ためにも、皆さんの率直なご意見をお寄せく

ださい。年末のお忙しい時期に恐縮ではございますが、ＷＥＢまたはアンケ

ート用紙で、ご協力くださいますよう、お願いいたします。 

 

第３波の新型コロナ感染拡大に対応した緊急対策を求める申し入れ 

１、ＰＣＲ検査をはじめコロナ感染拡大防止に総力をあげて検査など拡充を 

①定期的なＰＣＲ検査を介護、障害者施設だけでなく保育園、学校などに思い切って
拡大すること。そのための検査会社の誘致も含め検査体制を拡充すること。 

②保健所について、感染ルートの追跡を行う独自の職員の確保、保健師など専門職
の増員を行うこと。その際、乳幼児健診や精神保健など通常業務に支障が生じな
いことを前提に増員を行うこと。 

③陽性者はもとより濃厚接触者についても、ホテルなどでの 
保護を確実に行える体制を直ちに確保すること。 

④ひとり親などの家庭内での感染によって、残された子ども 
などについての保護を確実に行うこと。 

⑤医療、介護、保育などの各施設が感染拡大に伴った感染 
防止対策ができるだけの衛生資材を確保できるよう支援を強化すること。 

⑥年末年始の休暇中の相談、検査、保護の体制について確保すること。 

２、区内中小事業者の事業継続と地域経済を守るために 
①国に持続化給付金制度について売り上げ減少を対象にするなどの要件緩和、家

賃支援給付金の迅速な給付を求めること。 
②区として、人件費、家賃、リース料、コロナ対策の設備投資・消耗品など幅広く活用

できる（仮称）「事業継続支援補助制度」を年内に創設を決断すること。 
③区のコロナ関連融資を金利ゼロにすること。その際、遡って適用すること。 
④住宅リフォーム助成、店舗リニューアル助成制度の創設を年内に決断すること。 
⑤政府に対し持続化給付金、家賃支援給付金の延長と条件緩和を求めること。 
⑥都の営業短縮要請について、各店舗の実態を区としてつかみ必要な支援を行うこ

と。 

３、思い切ったくらし応援を 
①低所得世帯への家賃助成を直ちに具体化すること。ひとり親世帯については、年

内に具体化、実施を決断すること。 
②ひとり親世帯など低所得層への追加の給付を年内に実施すること。 
③学校給食無料化について段階的な実施も含めて年内に決断すること。 
④政府に対し生活福祉資金貸付特例貸付の期間延期と住宅確保給付金の条件緩

和を求めること。 
⑤ひとり親や生活困窮世帯などへの食糧支援などの取り組みを拡充すること。 
⑥年末年始の相談窓口や緊急対応の体制を確保すること。とりわけ急迫した状況へ

の対応ができるようにすること。 

２０２０年１１月２６日 日本共産党荒川区議会議員団 


